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白井市折立地区および神々廻地区における

鳥類の生息状況

中 山 聖 子

1.は じめに
千葉県白井市は千葉県北東部に位置し首都圏に比較的近い場所であるが,現在でも古くから

の里山環境が多く残されている地域でもある。しかし近年の交通網の整備に伴い宅地化が進め

られていることから,環境は大きく変わりつつあるといえる。生物の生虐、は環境の変化に大き

く影響され,特に生息場の消滅や減少は地域個体群の存続に関わる問題であるが,生物の生息

状況を示すデータは乏しいのが現状である,次世代に残すべき白井市の環境を考える上でも,

このような基礎データを収集することは重要であるといえる。

昨年度は白井市内の谷田・木地区において鳥類の生息状況調査を行ったが,本年度は折立・

神々廻地区において同様の調査を行つた。

1.調 査方法
2005年 5月 ,7月 ,10月 ,2006年 2月 の 4回 ,季節毎に調査を行つた。地域内の鳥類相と相

封的な多さを知るためにラインセンサス法を用いた。また補足として定点調査,任意調査をあ

わせて行い,ラインセンサスで確認されにくい鳥類とライン外に生息する鳥類の生息状況の把

握につとめた。

図 1,21こ折立地区および神々廻地区に設定した調査ラインと定点位置を示した。調査ライン

は土地利用状況,植生等に考慮し様々な環境が調査対象となるように設定した。距離は両地区

ともに約 kmと した。定点位置は見晴らしの良い場所に設定した,

鳥類が活発に活動する早朝に,ライン上を時速 1.5km程度の早さで歩き双眼鏡を用いて観察

を行つた。出現した鳥類の種類,数,出現環境,行動を記録し,同時に出現位置を地図上にプ

ロットした。ラインセンサスが終了したのち速やかに定ザ煮位置に移動し,1時間の定点観察を

行つた。神々廻地区は定点観察位置を 2ヶ所設定し,各 30分ずつ調査を行つた.さ らに任意で

調査エリア内を広範囲に踏査した。

3.結果
表 とに折立地区および榊々廻地区における,ラインセンサス,定点観察,任意調査での出現

鳥類を示した。出現種数は折立地区で 21～30種,神々廻地区で 25～27種で,渡り鳥の飛来と

飛去にともない種の構成は季節的に変動した。千葉県レッドデータブックに保護動物として指

定されている種は,折立地区において確認された 45種中 20種,神々廻地区において確認され

た 41種中 18種で,半数以上が該当した。

表 2に折立地区および神々廻地区でのラインセンサスにおいて確認された鳥類の出現数を季

節毎に示した,折立地区において,総出現数は 171～ 253個体と季節的に変動した。夏にはサギ
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類が多く確認されたが,秋から冬にかけては減少した,白井市内にはサギ類のコロニーが存在

する。一方,冬にはヒヨドリとカワラヒワが増加する傾向が見られた。神々廻地区における総
出現数は,227～ 317個体と季節的に変動した.折立地区同様に,サギ類は夏に増加し,秋から

冬にかけては減少した。秋にはヒヨドリ,秋から冬にはムクドヅが増力日する傾向が見られ,特

にムクドリは調査中に群を確認したことで個体数が大幅に増加した。サギ類は春から夏にかけ

てコロニーにおいて繁殖と育雛を行うため,繁殖期には特に分布が集中している。両地区にお

いてサギ類が春から夏に多く観察されるのは,夏鳥であるアマサギの飛来に加え,コ ロニーか

らの個体の出入りと周辺環境を採餌に利用する個体が多くなるためであろう。

地域内でどの種が優占しているかを示すために,種優占度 (種優占度=その種の観察個体数 /

全種類の観察個体数 X100)を算出した (表 3)。 折立・神々廻地区ともに,年間を通じてスズ

メとシジュウカラの優占度が高い傾向があつた。

表 4に鳥類が確認された場所の環境類型区分を示した,鳥類の各種類がどの環境に多く出現
しているかを示すために,各種類における環境類型区分ごとの出現頻度を図併1～3に示した。

樹林にはコジュケイ,コグラ,ヒ ヨドリ, ウグイス,エナガ,シジュウカラ,メ ジロ,カ ワラ
ヒワの個体数が多く,オオタカ,ノ スリ,サシバ,ジョウビタキ,アカハラ,シロハラ,オオ

ルリ,ヤマガラ,シメ,カケス,オナガは個体数は少いながら樹林に出現した。ホオジロ,ア
オジは樹林と草地の両方に多く出現したが,特にホオジロは春から夏にかけては樹林に,秋か

ら冬にかけては丈の高い草地に多く観察された。オオヨンキリ,セ ッカは個体数は少ないが車

地にのみ出現した,とバリは畑に比較的多く,春にはよくさえずり飛翔が見られた。夕とバリ
は冬に畑と水田で確認された。夏に多く出現したサギ類は,上空通過かあるいは河川や水田で

採餌していることが多かった,一度だけ観察されたタシギもまた,河川で採餌を行つていた。
モズは樹林,草地,果樹園でおもに出現した。ムクドリは畑と人工構造物に多く,特に鉄塔に

群れが確認された.セグロセキレイはアスファアレト道路上でよく確認されたことから,人工構

造物に多くなつている。キジバ ト,ンバメ,ハクセキレイ,スズメ,ハシブ トガラス,ハンボ

ンガラスは多様な環境に幅広く出現していた。カワウは高空を通過したのみで,折立および神々

廻地区の環境の利用はなかつた。

図 4に折立地区および神々廻地区における各環境に出現した鳥類の種数を示した。両地区と

もに樹林での種数が他の環境より特に多かった。ついで,草地および農耕地の種数が比較的多
かつた。神々廻地区では河サ||に出現する種数は少なかつた。

図 5-1,5-2にオオタカの出現場所と出現状況および巣の位置を示した。オオか力の巣は折立,

神々廻地区ともにスギの樹上にかけられており,その周辺の地上部にはフンが多数見られたほ

か個体の確認も巣の周辺で多かった。

4.ま とめ

折立・神々廻の両地区は樹林の占める割合が比較的高く,ある程度まとまった面積を有す

る樹林に隣接して農耕地と民家が存在し里山環境が形成されていた。樹林の存在から森林性の

鳥類の出現が多く,シジュウカラやヤマガラなどのカラ類やメジロ,コグラ, ヒヨドリ,エナ

ガなどが比較的多く生息している.出現する季節や個体数も限られているが,オオルリ,ホ ト

トギス,カケスなど森林性の強い種が生息しているほか,樹林環境には希少種とされている鳥
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類が多く確認される傾向が見られる。

アシなどの丈の高い草地は河川沿いと休耕田に多く存在したが,夏はオオヨンキリやセッカ,

冬はホオジロやアオジの主な生息場となっていた.河)||の水面に確認される種数は少なかつた

がサギ類やシギ類,カ フセミなどの採餌場所として利用されているとともに,川岸の草地を含
めて一連の河川環境と考えると,種類数および生息数は多く乗境としての重要性は高いと考え
られる。

オオタカについてはそれぞれの地区で巣が確認されており,確認状況からも繁殖している可能
性が示唆された。営巣林はいずれも植林されたスギ林で,比較的巨木が多く,聞伐や下草刈な

ど手入れがなされていることをうかがわせる林であつた。また営巣木から近距離に果樹園など

の農耕地や民家があり,人の生活空間に非常に近い場所に営巣しているといえる。オオタカは
里山のような二次的自然に生癌、する鳥類であるため,以前から白井市内に複数のつがいが生息
していた可能性は高い。オオタカは生息のために 1000ha以 上の面積を必要とするといわれてお

り,生息範囲の中に森林のほか草地などの異なる環境が組み合わされて保全されていなければ
ならない (森林総合研究所,2003),希少種であるオオタカの存続のためには広域的な里山環境

の保全が望まれる.

5.参考文献
上田孝寿,2003,千葉県白井市におけるシラサギ類の集団繁殖地の観察記録 (第 2報 )。
Strix211187-194.

農林水産省独立行政法人森林総合研究所,2003,ア ンブレラ種であるオオタカを指標とした生

物多様性モニタリング手法の開発 .

由井正敏,1997.鳥類の個体数の調べ方.鳥類生態学入門観察とけんきゅうの仕方 :63-73.

築地書館,東京 ,
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表 2 折立地区および神々廻地区でのラインセンサスにおける鳥類の出現数

折立地区 神々廻地区

種類 2005/5/4 2005/7/17 2005/10/23 2∞6/2/4 2005/5/5 2005ノ7/18 2005/10/30 2∞6/2/5
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表 4 環境類型区分

環境類型区分 定  義

闘林 広葉樹林、針葉樹林、竹林、混交林、低木林のいずれかが占有する領域

草地 一年生草本および多年生車本が占有する領域

阿川・池 岡 ||お よび池

ktH 耕作されている耕作地

よ田 水田として耕作されている領域

来樹園 果樹園

探地 造成地、未舗装道路などの自然の植被のない領域

壱地 民家、工場等の敷地

入工構造物 アスファル ト道路、鉄塔、電柱などの人工的な構造物

上空 高空通過
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図 1 折立地区における調査ラインおよび定点

図2 神々廻地区における調査ラインおよび定点
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図3-1 折立および神々廻地区における環境類型区分毎の鳥類の出現頻度
(卜 全ての調査における出現総数)
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図4 折立および神々廻地区における各環境に出現した鳥類の種数
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②

オオタカ出現状況・折立

日付 口寺問 個体特徴 行動 高度

2005,7.17 12:55-13115 不 明

林内より連続して鳴き声,その後
鳴き声のした方から出現.低空を
羽ばたいて移動し巣のある方向ヘ

向かい,林の陰にロスト.
標高40m

2005.10.23 9:22 不 明
低空を羽ばたいて移動。林の向こ
うに飛去.

標高40m

図5-1 折立地区におけるオオタカの巣の位置と出現状況

● :巣の位置,→ :飛翔経路,O:鳴 き声の位置
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①

②
　
③

オオタカ出現状況・神々廻

日付 時間 個体特徴 行動 高度

2005,10.30 11:38‐ 11:40
ハシブトガラス
大.♀ ?

カラスにモビングされて林上に出
現.カ ラスに追われて南東へ飛
去 .

標高50m

2005。 10,30 12:20 不 明 林上をカラスに追われて移動 . 標高50m

2005.10.30 12:41 ♀ ? 林内より鳴き声。すぐに上空に出
現し,林の向こうへ飛去。 標高50m

図6-1 神々廻地区におけるオオタカの巣の位置と出現状況

● :巣の位置,→ :飛翔経路,O:増 き声の位置
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園5・2 折立のオオタカの巣

図 6‐ユ 神々廻のオオタカの巣
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